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本
　
屋
　
事
　
情

理
事
会
だ
よ
り

■
第
６
回
理
事
会

日
時　

10
月
27
日（
火
）

場
所　

事
務
局
会
議
室

協
議
事
項

①�

11
月
以
降
の
主
な
活
動
に

関
す
る
件

�・�
北
海
道
医
師
会
と
の
懇
談
会

�・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

�・
歯
科
市
民
集
会�

�・�

秋
季
歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ

ナ
ー

�・
女
性
部
会
「
ヨ
ガ
教
室
」

・
札
幌
市
医
師
会
と
の
懇
談
会

②�

研
修
医
の
勧
誘
・
会
員
資

格
に
関
す
る
件

③�

事
業
部
と
組
織
部
の
統
合

に
関
す
る
件

大
内　

裕
和
先
生

９
月
2₈
日
ご
逝
去（
₅7
歳
）

唐
澤　

洋
一
先
生

10
月
３
日
ご
逝
去（
₈₆
歳
）

川
口　
　

崇
先
生

10
月
６
日
ご
逝
去（
₈0
歳
）

石
丸　

俊
春
先
生

10
月
1₈
日
ご
逝
去（
₆9
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

︿
1₀
月
﹀

３
日　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座

４
日　

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

1₅
日　

岩
見
沢
支
部
研
修
会

17�

日　

女
性
部
市
民
公
開
セ

ミ
ナ
ー�

22
日　

三
笠
支
部
研
修
会

24
日　

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

27
日　

理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

　

本
が
売
れ
な
い
こ
と
が
定

説
に
な
っ
て
い
る
感
の
あ
る

出
版
業
界
と
倒
産
が
相
次
ぐ

街
の
本
屋
。
本
屋
に
行
け
ば

そ
れ
な
り
に
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
大
型
書
店
の
話
。
小
さ
な

街
の
本
屋
は
す
っ
か
り
淘
汰

さ
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ

る
。
本
屋
好
き
と
し
て
は
、

応
援
す
る
意
味
で
も
基
本
的

に
本
は
本
屋
で
購
入
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
正
直
ネ

ッ
ト
通
販
の
利
便
性
と
豊
富

な
品
ぞ
ろ
え
も
捨
て
が
た
い
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
が
こ
こ
ま
で

広
ま
る
前
は
本
の
注
文
は
本

屋
で
行
う
の
が
普
通
だ
っ

た
。
ち
な
み
に
本
の
粗
利
は

大
体
２
割
程
度
ぐ
ら
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
１
０
０
０
円

の
本
な
ら
２
０
０
円
程
度
。

そ
こ
か
ら
本
を
注
文
す
る
た

め
に
か
か
る
営
業
損
失
、
更

に
出
版
社
、
取
次
、
注
文
者

へ
の
連
絡
に
か
か
る
費
用
は

す
べ
て
本
屋
側
の
負
担
で
あ

り
、
も
の
に
よ
っ
て
は
赤
字

で
は
？
と
思
え
る
ほ
ど
の
薄

利
。
お
ま
け
に
注
文
を
し
て

お
い
て
引
き
取
り
に
こ
な
い

人
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
場

合
本
屋
も
取
り
寄
せ
た
本
を

返
品
す
る
の
に
は
抵
抗
が
あ

り
、
そ
の
ま
ま
書
店
の
本
棚

に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
と
の
こ

と
。
本
屋
で
の
注
文
は
届
く

の
が
遅
い
、
な
ど
と
言
っ
て

は
罰
が
当
た
る
か
も
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
の
利
便
性
、

有
難
味
は
北
海
道
の
よ
う
な

広
大
な
土
地
に
点
在
す
る
市

町
村
の
方
々
ほ
ど
感
じ
て
い

る
は
ず
。
全
国
の
自
治
体
の

５
分
の
１
（
３
３
２
の
市
町

村
）
で
新
刊
を
扱
う
書
店
が

な
い
、
と
い
う
事
実
の
前
で

は
『
本
屋
へ
行
こ
う
』
な
ど

�

と
私
が
叫
ん
で
も
『
そ
の
本

屋
が
う
ち
の
ま
わ
り
に
は
な

い
！（
怒
）』と
叱
ら
れ
る
か
。

ち
な
み
に
最
も
多
い
の
が
我

が
北
海
道
の
47
市
町
村
（
次

点
は
長
野
の
3₅
市
町
村
）。１

９
９
９
年
に
は
全
国
で
２
２

２
９
６
店
あ
っ
た
書
店
が
1₅

年
後
２
０
１
４
年
に
は
１
３

７
３
６
店
ま
で
縮
小
し
て
い

る
、
１
日
あ
た
り
約
１
店
舗

の
ペ
ー
ス
。
こ
れ
を
自
己
責

任
と
時
代
の
流
れ
に
よ
る
自

然
淘
汰
と
諦
め
る
べ
き
な
の

か
。

　

一
店
で
も
多
く
の
本
屋
が

存
続
す
る
こ
と
を
切
に
願

う
。�

（
林
）

■施設入所者の往診及び通院（対診）について（抜粋）
１．基本的な考え方
　①�介護老人保健施設は常勤医師が配置されるので、比較的安定している病状に
対する医療については施設で対応できることから、入所者の傷病等からみて
必要な場合には往診、通院を認めるが、不必要に往診を求めたり通院をさせ
ることは認められない。

　②�介護老人保健施設が、施設入所者の診療のため医師の往診を求めたり、医療
機関へ通院させる場合は、施設の医師と医療機関の医師とが協力して入所者
の診療に当たる。

介護老人保健施設入所者に対する医療（外来受診・往診とも）
（短期入所療養介護又は介護予防短期入所療養介護を受けている者を含む）

項　　　　　目 併設保険
医療機関 その他

初診料、再診料、外来診療料 × ○

医学管理等

診療情報提供料（Ⅰ）（注4（介護老人保健施設入所
者についての情報提供）に限る）及び診療情報提供料
（Ⅱ）

× ○

その他のもの × ×

在宅医療
往診料 × ○
その他のもの × ×

在宅療養
指導管理料

在宅療養指導管理材料加算 ○ ○
特定保険医療材料 ○ ○
その他のもの × ×

検　　査

検体検査、心電図検査、負荷心電図検査、肝及び腎の
クリアランステスト、内分泌負荷試験、糖負荷試験 × ×

その他のもの（★血液ガス分析、★生化学的検査（Ⅰ）
判断料、★動脈血採取、★心電図検査の注の加算） ○ ○

画像診断 ○ ○

投　　薬

抗悪性腫瘍剤（悪性新生物患者に投与した場合に限る）、
疼痛コントロールのための医療用麻薬、抗ウイルス剤
（Ｂ型又はＣ型肝炎若しくは後天性免疫不全症候群又
はHIV感染症の効果・効能を有するものに限る）

○ ○

その他のもの × ×

項　　　　　目 併設保険
医療機関 その他

注　　射

◎外来化学療法加算、◎★静脈内注射、◎動脈注射、
◎抗悪性腫瘍剤局所持続注入、◎肝動脈塞栓を伴う抗
悪性腫瘍剤肝動脈内注入、◎★点滴注射、◎中心静脈
注射、◎植込型カテーテルによる中心静脈注射、エリ
スロポエチン・ダルベポエチン（人工腎臓又は腹膜灌流
の患者で腎性貧血状態にあるものに投与した場合に限
る）、◎抗悪性腫瘍剤、疼痛コントロールのための医療
用麻薬、インターフェロン製剤（Ｂ型又はＣ型肝炎患者
に対するものに限る）、抗ウイルス剤（Ｂ型又はＣ型肝
炎若しくは後天性免疫不全症候群又はHIV感染症の効
果・効能を有するものに限る）、血友病の治療に係る血
液凝固因子製剤及び血液凝固因子抗体迂回活性複合体

○ ○

その他のもの × ×

リハビリ
テーション

脳血管疾患等リハビリテーション、運動器リハビリ
テーション、摂食機能療法、視能訓練 × ×

その他のもの ○ ○
精神科専門療法 × ×

処　　置

創傷処置（6,000㎠以上のもの（褥瘡に係るものを除く）
を除く）、手術後の創傷処置、ドレーン法（ドレナージ）、
腰椎穿刺、胸腔穿刺（洗浄・注入・排液含む）、腹腔
穿刺（洗浄・注入・排液含む）、喀痰吸引、高位浣腸・
高圧浣腸・洗腸、摘便、酸素吸入、酸素テント、間歇
的陽圧吸入法、肛門拡張法（徒手又はブジーによるも
の）、非還納性ヘルニア徒手整復法、痔核嵌頓整復法（脱
肛含む）、救命のための気管内挿管、人工呼吸、非開
胸的心マッサージ、気管内洗浄、胃洗浄、膀胱洗浄（薬
液注入含む）、留置カテーテル設置、嵌頓包茎整復法（陰
茎絞扼等）、整形外科的処置（鋼線等による直達牽引
を除く）、鼻腔栄養、滋養浣腸

× ×

その他のもの（★胸腔穿刺（洗浄・注入・排液含む）、
★腹腔穿刺（洗浄・注入・排液含む）、★非還納性ヘ
ルニア徒手整復法）

○ ○

手　　術

創傷処理（長径5㎝以上で筋肉、臓器に達するものを
除く）、皮膚切開術（長径20㎝未満のものに限る）、
デブリードマン（100㎠未満のものに限る）、爪甲除
去術、ひょう疽手術、外耳道異物除去術（複雑なもの
を除く）、咽頭異物除去術、顎関節脱臼非観血的整復術、
血管露出術

× ×

その他のもの（★創傷処置、★咽頭異物除去術（複雑
なもの）、★顎関節脱臼非観血的整復術） ○ ○

麻　　酔
静脈麻酔、硬膜外ブロックにおける麻酔剤の持続注入 × ×
その他のもの ○ ○

放射線治療 ○ ○
病理診断 ○ ○
◎外来化学療法加算を算定している保険医療機関が行う場合に限る
★療養型老人保健施設（療養強化型老人保健施設を含む）の入所者に対して行う場合に限る�

お
申
し
込
み
は
事
務
局
ま
で

☎
（０１１）
２
３
１–

６
２
８
１

歯科 歯科

デンタルスタッフのための
歯科保険診療ハンドブック
  （2014年10月版）

会員価格  1,500 円

書
籍
案
内

医科 医科

保険診療の手引
  （2014年4月版）

会員価格  4,000 円

公費負担医療等の
� 手引
  （2015年7月版）

会員価格  2,000 円

　介護老人保健施設入所者である患者（以下「施設入所者」という）が、
往診又は通院により受ける医療に係る診療料については、施設入所者以
外の患者に対する算定方法とは別の算定方法が設けられています。施設
入所者に対しては、介護老人保健施入所者に係る診療料に規定するとこ
ろにより算定しますが、併設保険医療機関かそれ以外かで算定の扱いが
一部異なっております。下表に算定可否をまとめておりますのでご確認
下さい。（保団連「保険診療の手引」から引用）

介護老人保健施設入所者への医療


